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Ⅰ 調査の概要 

 調査の目的                                 

本調査は、池田町障がい者福祉計画策定の基礎資料として、「障害者手帳」をお持

ちの方の生活状況や意識、要望等を把握する目的で実施しました。 

 

 調査の設計                                 

 

調 査 地 域 ： 池田町全域 

調 査 対 象 ： 池田町在住の「身体障害者手帳」、「療育手帳」、「精神障害者保健福

祉手帳」所持者 

サンプル数 ： 731 件 

調 査 方 法 ： 郵送配布、郵送回収 

調 査 時 期 ： 平成 26 年 11 月 

 

 

 回収結果                                  
 

配布数 回収数 回収率 

1,180 731 61.9％ 

 

 

 調査結果の見方                               

（１）比率はすべてパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しま

した。そのためパーセントの合計が 100 にならないこともあります。 

（２）基数となるべき実数は「全体（N＝）」として掲載しました。したがって比率

は、件数を 100％として算出しています。 

（３）複数回答が可能な質問の場合は、その項目を選んだ人が、回答者全体のうち

何％なのかという見方をします。そのため、各項目の比率の合計は通常 100％

を超えます。 

（４）表、グラフ等の見出し及び文章中での回答選択肢は、本来の意味を損なわな

い程度に省略して掲載している場合があります。 

  



Ⅱ 調査の結果 

 回答者の属性                                

① アンケートの記入者 

問１ このアンケートにおもに記入される方はどなたですか。（１つだけ） 

 

● アンケートの記入者は、「本人」が59.5％で最も高く、次いで「家族」が33.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

② 対象者の性別 

問２ あなた（障害者手帳をお持ちの方ご本人）の性別はどちらですか。（１つだけ） 

 

● 対象者の性別は、「男性」が52.8％、「女性」が44.5％となっており、男性の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

③ 対象者の年齢 

問３ あなたの年齢はいくつですか。 

 

● 対象者の年齢は、「65歳以上」（57.3％）が半数以上を占めています。これに次い

で「18～64歳」が33.0％、最も低い「０～17歳」は5.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

59.5 33.2

3.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

本人 家族 その他 不明・無回答

52.8 44.5 2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

男性 女性 不明・無回答

5.3 33.0 57.3 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

０～17歳 18歳～64歳 65歳以上 不明・無回答



④ 生活の場 

問４ あなたが現在、暮らしているところはどちらですか。（１つだけ） 

 

● 現在の生活の場は、「持ち家」（82.5％）が圧倒的に高くなっています。また、「福

祉施設」は4.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 生活費のおもな収入源 

問５ あなたの生活費は、おもに何によってまかなわれていますか。（１つだけ） 

 

● 生活費のおもな収入源は、「自分の年金や手当」（49.7％）が半数以上を占めてい

ます。また、「自分の就労などによる収入」は8.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

82.5

2.3

1.2

2.9

4.5

2.7

1.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持ち家

アパートなど民間の借家

公営住宅

グループホーム・ケアホーム・福祉ホーム

福祉施設

病院

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=731）

49.7 8.5 13.8 20.8 3.3 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

自分の年金や手当 自分の就労などによる収入

家族の年金や手当 家族の就労などによる収入

その他 不明・無回答



⑥ 「障害者手帳」の所持状況 

問６ あなたがお持ちの「障害者手帳」は、次のどれですか。 

（あてはまるものすべて） 

 

● 「障害者手帳」の種別は、「身体障害者手帳」が75.9％、「療育手帳」が12.9％、

「精神障害者保健福祉手帳」が8.6％となっています。 

 「障がいの等級」については、１級が20.9％で最も高く、次いで、３級が19.2％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.9

12.9

8.6

1.1

1.0

1.5

5.6

0% 20% 40% 60% 80%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

難病

高次脳機能障害

発達障がい

不明・無回答

全体（Ｎ=731）

20.9 

11.9 

19.2 

13.3 

4.5 

2.3 

0.1 

0% 20% 40%

1級

2級

3級

4級

5級

6級

7級以上

全体（Ｎ=731）



⑦ 身体障害者手帳の種類 

【問６で「身体障害者手帳」を選んだ方にお聞きします。】 

問６-１ あなたの身体障害の種類は、次のどれですか。（あてはまるものすべて） 

 

● 身体障害者手帳所持者の障害の種類は、「肢体不自由（上肢、下肢、体幹）」が52.3％

で最も高く、次いで「内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、

肝臓）」が30.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.5 

7.7 

4.5 

52.3 

30.6 

0.4 

5.0 

0% 20% 40% 60%

視覚障害

聴覚、平衡機能障害

音声、言語、そしゃく機能障害

肢体不自由（上肢、下肢、体幹）

内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、

ぼうこう、直腸、小腸、肝臓）

免疫機能障害

不明・無回答

Ｎ=（555）



⑧ 障害のおもな原因 

【問６で「身体障害者手帳」「療育手帳」を選んだ方にお聞きします。】 

問６-２ あなたの障害のおもな原因は何ですか。（１つだけ） 

 

● 障害のおもな原因は、「病気」（45.3％）が約半数を占めています。これに次いで

「生まれつき」が14.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 広汎性発達障害の判定状況 

【問６で「療育手帳」「精神障害者保健福祉手帳」を選んだ方にお聞きします。】 

問６-３ あなたは広汎性発達障害（自閉症、高次脳機能障害、アスペルガー症候群

など）と診断されていますか。（１つだけ） 

 

● 広汎性発達障害（自閉症、高次脳機能障害、アスペルガー症候群など）の診断に

ついては、「診断されている」が24.8％であり、およそ４人に１人の割合となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.6 

2.2 

5.1 

7.3 

45.3 

0.5 

4.5 

7.9 

12.6 

0% 20% 40% 60%

生まれつき

生まれるときのけが・病気

交通事故

労働災害

病気

戦争によるけが・病気

その他

わからない

不明・無回答

Ｎ=（629）

24.8 37.6 19.1 18.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｎ=(157）

診断されている 診断されていない わからない 不明・無回答



⑩ 障害を受けた、障害があると認定された時期 

問７ あなたがおもな障害を受けた時期、または障害があると認定された時期は何

歳ごろですか。（１つだけ） 

 

● 障害を受けた、または障害があると認定された時期は、「60～69歳」（14.4％）、「70

～79歳」（12.6％）の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 介護保険の要介護・要支援の認定の状況 

問８ あなたは介護保険の要介護・要支援の認定を受けていますか。（１つだけ） 

 

●介護保険の要介護・要支援の認定を「受けている」人は25.4％となってい 

ます。 

 

 

 

 

 

  

5.6 79.8 5.7 8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

生まれたとき ●歳ごろ わからない 不明・無回答

11.5 

5.9 

6.6 

5.3 

7.9 

11.4 

14.4 

12.6 

3.4 

0.4 

20.7 

0% 20% 40%

0～9

10～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80～89

90以上

不明・無回答

全体（Ｎ=731）

25.4 62.9 4.2 7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

受けている 受けていない わからない 不明・無回答



 医療について                                

①  健康診断（人間ドック等）の受診状況 

問９ あなたは、過去１年間に健康診断（人間ドック等）を受けましたか。 

（１つだけ） 

 

● 健康診断（人間ドック等）の受診状況は、「受けた」が38.2％、「受けていない」

が55.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

② 障害のための定期的な通院・入院状況 

問10 あなたは、障害のために定期的に通院・入院していますか。（１つだけ） 

 

● 通院・入院の状況は、「通院している」が63.3％、「入院している」が3.7％、「通

院も入院もしていない」が27.5％となっています。 

 

 

 

 

 

  

38.2 55.8 6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

受けた 受けていない 不明・無回答

63.3 3.7 27.5 5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

通院している 入院している

通院も入院もしていない 不明・無回答



③ 健康管理や医療について困ったり不便に思っていること 

問11 あなたが健康管理や医療について、困ったり不便に思っていることは何です

か。 

                          （あてはまるものすべて） 

 

● 健康管理や医療について困ったり不便に思っていることは、『何らかの困りごと

がある』は46.3％であり、「近所に専門的な治療を受けられる医療機関がない」が

18.1％で最も高く、次いで「障害のため症状が正確に伝えられない」が10.0％など

となっています。また、「特にない」は43.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.1 

5.9 

6.8 

10.0 

4.7 

6.7 

1.4 

4.2 

43.9 

16.6 

0% 20% 40% 60%

近所に専門的な治療を受けられる医療機関 …

通院や健診のときに付き添いをしてくれる人 …

気軽に往診を頼める医者がいない

障害のため症状が正確に伝えられない

受診手続きなど、障害者への配慮が不十分

医療費の負担が大きい

入院のとき、付き添いや個室を強いられる

その他

特にない

不明・無回答

全体（Ｎ=731）



 介助について                                

① 日常生活動作の状況 

問12 次のことを、あなたはひとりでできますか。それとも手伝ってもらいますか。 

（補装具・福祉用具をお持ちの場合は、使用した状態でお答えください。） 

（各１つずつ） 

 

● 日常生活の自立度についてみると、「ひとりでできる」割合が高い項目は、「寝起

き」（76.5％）、「食事」（75.6％）、「トイレ」（73.3％）、「洗面」（73.1％）、「家の中

の移動」（72.6％）で７割以上となっています。一方、「ほとんど手伝ってもらう」

割合が高い項目は、「役場や病院などとの連絡・手続き」（39.0％）、「預貯金・財産

の管理」（36.0％）、「身の回りの掃除、洗濯」（35.3％）、「食事のしたくや後片付け」

（34.2％）、「お金を使うこと（買い物）」（30.0％）で３割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.5 

75.6 

68.4 

73.3 

73.1 

62.1 

72.6 

48.3 

42.8 

41.9 

47.6 

59.2 

63.5 

46.1 

40.2 

8.5 

9.3 

14.1 

7.9 

9.7 

12.6 

10.0 

15.5 

14.0 

13.3 

13.1 

17.4 

11.4 

9.3 

13.3 

7.1 

7.0 

10.1 

10.7 

9.0 

17.1 

8.9 

28.5 

34.2 

35.3 

30.0 

13.8 

17.2 

36.0 

39.0 

7.9 

8.1 

7.4 

8.1 

8.2 

8.2 

8.5 

7.8 

9.0 

9.6 

9.3 

9.6 

7.9 

8.6 

7.5 

（N＝731）

①寝起き

②食事

③着替え

④トイレ

⑤洗面

⑥入浴

⑦家の中の移動

⑧外出

⑨食事のしたくや片づけ

⑩身の回りの掃除、洗濯

⑪お金を使うこと（買い物）

⑫他の人との会話やコミュニケーション

⑬薬を決まった時間に飲むこと

⑭預貯金・財産の管理

⑮役場や病院などとの連絡・手続き

ひとりでできる

少し手伝ってもらう

ほとんど手伝ってもらう

不明・無回答



② おもな介助（手助け）者 

【問12で１つでも「2 少し手伝ってもらう」か「３ ほとんど手伝ってもらう」を 

選んだ方にお聞きします。】 

問12-1 ふだんあなたの介助（手助け）をしている方は、おもにどなたですか。 

（１つだけ） 

 

● おもな介助者は、「配偶者（妻、夫）」が26.3％で最も高く、次いで「母」が13.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ おもな介助者の年齢 

【問12-1で「１」～「７」（ご家族）のいずれかを選んだ方にお聞きします。】 

問12-2 あなたのおもな介助者の年齢はいくつぐらいですか。（１つだけ） 

 

● おもな介助者の年齢は、「70歳以上」（18.1％）、「60歳代」（14.5％）の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

  

26.3 

2.7 

13.7 

7.1 

3.7 

2.1 

1.0 

0.8 

0.3 

7.9 

1.6 

32.8 

0% 10% 20% 30% 40%

配偶者（妻、夫）

父

母

子ども

子どもの配偶者（嫁・婿）

兄弟・姉妹

その他の家族・親戚

ホームヘルパー

ボランティア

施設・寮などの職員

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=731）

0.7 1.4 3.4 

6.8 10.9 14.5 18.1 
44.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳以上 不明・無回答



④ 介助を受けるときに、悩んでいることや困っていること 

【問12で１つでも「2 少し手伝ってもらう」か「３ ほとんど手伝ってもらう」を 

選んだ方にお聞きします。】 

問12-3 あなたが介助を受けるときに、悩んでいることや困っていることは何です

か。 

（あてはまるものすべて） 

 

● 介助を受けるときに、悩んでいることや困っていることについては、『何らかの

困りごとがある』は32.4％であり、「家族の負担が大きい」（18.2％）と「気をつか

う」（15.5％）の割合が高くなっています。また、「特に問題はない」は24.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.5 

5.9 

2.1 

1.5 

1.5 

6.2 

1.4 

6.3 

18.2 

2.1 

24.9 

42.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

気をつかう

必要なときに介助を受けられない

介助の人が替わる

プライバシーが守られない

同性による介助が受けられない

私のことをよく理解していない

介助技術がよくない

経済的負担が大きい

家族の負担が大きい

その他

特に問題はない

不明・無回答

全体（Ｎ=731）



⑤ 日常生活における希望度、実現度 

問13 あなたは、以下の①～⑰のことについて、どのような希望をお持ちですか。

また、どの程度実現されていますか。希望度、実現度のそれぞれについてお答

えください。（各１つずつ） 

 

● 日常生活における希望度については、『そう思う』※は、「⑭信頼できる「かかり

つけ医」がいるとよい」（48.3％）、「①障害や障害のある方について理解してほし

いのことについて」（43.1％）で４割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.1 

13.0 

28.0 

16.8 

35.0 

19.4 

23.1 

18.7 

30.4 

32.0 

27.5 

34.7 

39.4 

48.3 

30.9 

29.8 

35.7 

17.1 

10.9 

18.3 

11.6 

15.7 

11.9 

19.6 

13.5 

17.6 

17.9 

10.5 

19.3 

18.2 

17.4 

17.0 

16.0 

19.0 

9.2 

21.9 

12.6 

13.4 

11.5 

16.8 

13.4 

12.2 

11.4 

10.7 

11.5 

9.2 

9.3 

5.3 

13.5 

14.5 

12.6 

3.4 

16.3 

7.7 

12.2 

6.2 

13.7 

10.3 

13.0 

6.6 

5.7 

7.1 

3.7 

2.1 

1.2 

6.3 

4.9 

3.8 

4.9 

13.8 

8.9 

21.1 

6.7 

13.5 

8.5 

16.8 

7.5 

8.2 

15.9 

7.0 

4.1 

2.1 

6.2 

8.2 

4.5 

22.3 

24.1 

24.5 

24.9 

24.9 

24.6 

25.2 

25.7 

26.5 

25.4 

27.5 

26.1 

26.9 

25.7 

26.1 

26.5 

24.4 

（N＝731）

①障害や障害のある方について理解して

ほしいのことについて

②地域のボランティと知り合いになりたい

について

③生活上の困りごとのを相談できる人が

いるとよいについて

④今の住まいをもっと住みやすく、また介

助がしやすいように改修したいについて

⑤地震などの災害の時、安否を確認して

ほしいについて

⑥仲間同士で集まったり、ひとりでも参加

できる場所がほしいについて

⑦買い物や旅行など余暇を充実させたい

について

⑧スポーツや運動をしたいについて

⑨バリアフリーな場所がもっと増えると

よいについて

⑩公共交通機関（バス・鉄道）などが利用

しやすくなるとよいについて

⑪自分に合った仕事や作業をしたいに

ついて

⑫家族や支援者の支援を受けながらも、

できるだけ自立した生活をしたいについて

⑬介助する家族などの健康管理にも気を

配りたいについて

⑭信頼できる「かかりつけ医」がいると

よいについて

⑮現在利用できるサービスをもっと

知りたいについて

⑯自宅で必要な援助をしてもらいながら

暮らしたいについて

⑰自分の将来の生活を支援するサービス

や制度を知りたいについて

そう思う まあそう思う

どちらともいえない あまり思わない

思わない 不明・無回答



● 日常生活における実現度については、『実現している』※1は、「⑭信頼できる「か

かりつけ医」がいるとよい」（28.8％）で最も高く、約３割を占めていますが、これ

以外の項目はいずれも３割未満となっています。また、『実現していない』※2 の割合

が高い項目は、「⑧スポーツや運動をしたい」（28.9％）、「②地域のボランティアと知

り合いになりたい」（25.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.8 

5.9 

16.2 

13.4 

12.4 

13.9 

12.9 

8.7 

5.3 

6.3 

14.9 

17.8 

12.9 

28.8 

7.2 

19.6 

5.4 

25.6 

11.7 

20.7 

18.8 

10.5 

14.6 

26.3 

14.9 

20.9 

15.3 

14.9 

24.2 

25.2 

32.1 

17.7 

15.8 

11.5 

40.4 

42.1 

30.8 

35.1 

49.8 

36.0 

31.5 

28.9 

39.4 

41.0 

30.4 

33.0 

39.3 

21.3 

40.7 

39.9 

43.3 

17.7 

14.6 

16.0 

12.3 

10.0 

15.0 

15.9 

18.6 

22.0 

21.1 

12.0 

12.5 

13.1 

8.6 

19.1 

8.0 

19.3 

8.5 

25.7 

16.4 

20.4 

17.3 

20.5 

13.4 

28.9 

12.3 

16.4 

27.8 

12.5 

9.5 

9.2 

15.3 

16.7 

20.5 

（N＝731）

①障害や障害のある方について理解して

ほしいのことについて（N=446）

②地域のボランティと知り合いになりたい

について（N=444）

③生活上の困りごとのを相談できる人が

いるとよいについて（N=445）

④今の住まいをもっと住みやすく、また介助が

しやすいように改修したいについて（N=447）

⑤地震などの災害の時、安否を確認して

ほしいについて（N=428）

⑥仲間同士で集まったり、ひとりでも参加

できる場所がほしいについて（N=439）

⑦買い物や旅行など余暇を充実させたい

について（N=441）

⑧スポーツや運動をしたいについて（N=436）

⑨バリアフリーな場所がもっと増えると

よいについて（N=431）

⑩公共交通機関（バス・鉄道）などが利用

しやすくなるとよいについて（N=432）

⑪自分に合った仕事や作業をしたいに

ついて（N=424）

⑫家族や支援者の支援を受けながらも、できる

だけ自立した生活をしたいについて（N=433）

⑬介助する家族などの健康管理にも気を

配りたいについて（N=420）

⑭信頼できる「かかりつけ医」がいると

よいについて（N=455）

⑮現在利用できるサービスをもっと

知りたいについて（N=430）

⑯自宅で必要な援助をしてもらいながら

暮らしたいについて（N=424）

⑰自分の将来の生活を支援するサービス

や制度を知りたいについて（N=425）

すでに実現している やや実現している

どちらともいえない あまり実現していない

実現していない



 福祉サービスについて                            

① 障害福祉サービスの利用状況 

問14 あなたが現在利用している障害福祉サービスは、次のうちどれですか。 

                          （あてはまるものすべて） 

 

● 障害福祉サービスの利用状況は、「短期入所（ショートステイ）」が6.6％で最も

高くなっていますが、その他の項目ではいずれも５％未満となっています。また、

「利用していない」は52.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.1 

1.0 

1.6 

1.4 

6.6 

1.4 

4.1 

4.4 

2.6 

0.4 

1.4 

1.9 

2.1 

1.2 

1.2 

1.8 

2.2 

1.0 

0.3 

1.5 

0.4 

4.8 

0.7 

2.1 

4.0 

52.8 

13.5 

0% 20% 40% 60%

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

行動援護・同行援護

重度障害者等包括支援

短期入所（ショートステイ）

療養介護

生活介護

施設入所支援（障害者支援施設での

夜間ケアなど）

自立訓練（機能訓練・生活訓練・宿泊型）

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

共同生活援助（グループホーム）

移動支援（ガイドヘルプ）

地域活動支援センター

福祉ホーム

相談支援

児童発達支援（ことばの教室）

医療型児童発達支援

放課後等ディサービス

保育所等訪問支援

日常生活用具給付等

コミュニケーション支援（手話通訳者の

派遣など）

日中一時支援事業（日中短期入所、

障害児タイムケア）

その他

利用していない

不明・無回答

全体（Ｎ=731）



② 障害福祉サービスを利用していない理由 

【問14で「31 利用していない」を選んだ方にお聞きします。】 

問14-1 現在、サービスを利用していない理由は何ですか。（１つだけ） 

 

● サービスを利用していない理由は、「サービスを必要としていないため」が53.9％

で最も高く、次いで「家族などにより介護や支援を受けているため」（20.2％）と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.9 

20.2 

3.6 

2.8 

4.4 

3.6 

6.0 

3.4 

2.1 

0% 20% 40% 60%

サービスを必要としていないため

家族などにより介護や支援を受けているため

自分の状態にあったサービスがないため

介護保険サービスを利用しているため

入院しているため

サービスを使うことでの経済的負担が大きい …

サービスの利用方法がわからないため

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=386）



③ 障害福祉サービスの利用意向 

問15 あなたが近いうちに（今後５年くらいの間に）利用したい障害福祉サービス

は、次のうちどれですか。（あてはまるものすべて） 

 

● 障害福祉サービスの利用意向は、介護給付では「短期入所（ショートステイ）」

（8.9％）と「居宅介護（ホームヘルプ）」（8.8％）が高くなっています。また、「将

来利用するかもしれないが、近いうちに利用するつもりはない」は34.3％、「利用

したくない・必要ない・わからない」は16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.8 

1.4 

3.8 

2.7 

8.9 

2.5 

4.7 

6.0 

3.7 

1.6 

2.5 

1.2 

3.6 

1.9 

1.8 

1.1 

4.4 

0.3 

0.5 

2.1 

0.3 

5.9 

0.8 

2.2 

2.1 

34.3 

16.0 

18.9 

0% 20% 40%

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

行動援護・同行援護

重度障害者等包括支援

短期入所（ショートステイ）

療養介護

生活介護

施設入所支援（障害者支援施設での夜間ケ …

自立訓練（機能訓練・生活訓練・宿泊型）

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

共同生活援助（グループホーム）

移動支援（ガイドヘルプ）

地域活動支援センター

福祉ホーム

相談支援

児童発達支援（ことばの教室）

医療型児童発達支援

放課後等ディサービス

保育所等訪問支援

日常生活用具給付等

コミュニケーション支援（手話通訳者の …

日中一時支援事業（日中短期入所、 …

その他

将来利用するかもしれないが、近いうちに…

利用したくない・必要ない・わからない

不明・無回答

全体（Ｎ=731）



 就労・就学について                             

① ふだんの過ごし方 

問16 あなたはふだん、おもにどのようにして過ごしていますか。（１つだけ） 

 

● ふだんの過ごし方は、「自宅で過ごしている」が40.2％で最も高く、次いで「仕

事をしている（授産施設などでの福祉的就労を含む）」が18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 通園・通学で困っていること 

【問16で「１ 通園・通学している」を選んだ方にお聞きします。】 

問16-1 通園・通学で困っていることは何ですか。（あてはまるものすべて） 

 

● 通園・通学で困っていることは、『何らかの困りごとがある』が45.2％であり、「通

うのが大変である」が21.4％で高くなっています。また、「特にない」は50.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.7 18.7 7.4 6.0 40.2 6.8 15.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

通園・通学している（障害児療育施設への通所を含む）
仕事をしている（授産施設などでの福祉的就労を含む）
デイサービスやデイケアに通っている
趣味、スポーツ、レクリエーションなどの活動に参加している
自宅で過ごしている
その他
不明・無回答

21.4 

9.5 

9.5 

7.1 

7.1 

2.4 

4.8 

4.8 

50.0 

4.8 

0% 20% 40% 60%

通うのが大変である

授業についていけない

トイレなどの施設・設備が利用しづらい

園内・学校内の介助が十分でない

友だちができない

理解のある先生がいない

普通学級に入れてもらえない

その他

特にない

不明・無回答

Ｎ=（42）



③ 進学を希望する学校・学級 

問16-2 今後、進学を希望する学校・学級はどこですか。（１つだけ） 

 

● 進学の希望は、「特別支援学校（養護学校）」が33.3％で最も高くなっています。 

 次いで、「小・中学校の普通学級」が11.9％、「職業訓練所」が9.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 就労形態 

【問16で「２ 仕事をしている」を選んだ方にお聞きします。】 

問16-3 あなたの働き方はどのような形態ですか。（１つだけ） 

 

● 就労形態は、「正規の職員・社員」が27.7％で最も高く、次いで「パート・アル

バイト」（21.9％）、「授産施設などでの福祉的就労」（20.4％）、「自営業」（12.4％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.3 

7.1 

11.9 

4.8 

9.5 

7.1 

2.4 

16.7 

7.1 

0% 20% 40%

特別支援学校（養護学校）

小・中学校の特別支援学級

小・中学校の普通学級

高等学校・専門学校・短大・大学

職業訓練所

その他

進学しない

未定・わからない

不明・無回答

Ｎ=（42）

27.7 

6.6 

21.9 

12.4 

1.5 

20.4 

4.4 

5.1 

0% 20% 40%

正規の職員・社員

派遣・契約社員

パート・アルバイト

自営業

家業の手伝い

授産施設などでの福祉的就労

その他

不明・無回答

Ｎ=（137）



⑤ 仕事で悩んでいることや困っていること 

問16-4 現在の仕事のことで悩んでいることや困っていることは何ですか。 

                          （あてはまるものすべて） 

 

● 仕事のことで悩んでいることや困っていることは、『何らかの悩みごとがある』

が46.0％であり、「職場における障害に対する理解が不足している」が13.1％で最

も高く、次いで「賃金や待遇面で不満がある」（12.4％）、「職場の人間関係がうま

くいかない」（12.4％）などとなっています。また、「特にない」は43.1％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 就労意向 

問17 今後（将来）、あなたはどのような仕事に就きたいですか。（１つだけ） 

 

● 就労意向は、「今のままでよい」が28.9％で最も高く、次いで「自宅での仕事」

が7.4％となっています。また、「未定・わからない」は17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.3 

13.1 

12.4 

9.5 

4.4 

12.4 

3.6 

10.9 

8.0 

3.6 

43.1 

10.9 

0% 20% 40% 60%

仕事内容や労働条件が障がいの程度に …

職場における障害に対する理解が不足して …

職場の人間関係がうまくいかない

通勤が大変である

トイレなどの職場の設備が不十分である

賃金や待遇面で不満がある

周囲の目が気になる

自分の考えや思ったことが伝えられない

相談できる人がいない

その他

特にない

不明・無回答

Ｎ=（137）

28.9 4.7 3.1 7.4 4.4 4.1 17.5 30.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

今のままでよい
会社などで正規の職員
会社などでパート・アルバイト
自宅での仕事
授産施設などの福祉的就労の場での仕事
その他
未定・わからない
不明・無回答



⑦ 障害のある人が働くために必要な環境整備 

問18 障害のある人が働くためには、おもにどのような環境が整っていることが大

切だと思いますか。（３つまで） 

 

● 働くために必要な環境整備は、「障害の程度にあった仕事であること」（28.0％）

と「周囲が障害を理解してくれること」（27.4％）が２割台で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.6 

9.6 

8.3 

8.2 

10.9 

28.0 

3.6 

4.1 

1.2 

6.8 

27.4 

9.0 

3.1 

1.1 

15.7 

30.8 

0% 20% 40%

勤務する時間や日数を調整できること

通勤手段があること

通院などの保障があること

自宅で仕事ができること

賃金が妥当であること

障害の程度にあった仕事であること

職業訓練などで就労のための技術を

身につけられること

ジョブコーチなど、職場に慣れるまで

援助してくれる制度があること

在宅での就労に必要な職業訓練・

指導が受けられること

勤務場所に障害者用の設備・

機器が整っていること

周囲が障害を理解してくれること

職場によい指導者や先輩がいること

授産施設などの福祉的就労の場を

確保すること

その他

特にない・わからない

不明・無回答

Ｎ=（731）



 外出について                                

19  外出頻度 

問19 あなたはふだん、どのくらい外出しますか。通勤、通園・通学、通所、通院、

機能訓練、日常の散歩、買い物など、すべてを含めてお答えください。 

（１つだけ） 

 

● 外出の頻度は、「ほぼ毎日」が40.2％で最も高くなっています。また、「年に数回」

「外出しない」をあわせた『外出機会がほとんどない』人は10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

② 外出時の交通手段 

【問19で「１ ほぼ毎日」～「５ 年に数回」のいずれかを選んだ方にお聞きしま

す。】 

問19-1 あなたが外出する場合に、よく利用する交通手段は何ですか。（３つまで） 

 

● 外出時の交通手段は、「自家用車（家族など他の人が運転）」（39.5％）と「自家

用車（自分で運転）」（37.6％）の割合が高く、自家用車で移動する割合が高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.2 19.8 14.0 7.5 

4.0 6.0 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に２～３回

年に数回 外出しない 不明・無回答

11.8 

5.6 

6.1 

1.6 

8.0 

39.5 

37.6 

18.6 

1.6 

3.7 

21.6 

1.3 

9.9 

0% 20% 40% 60%

電車

バス（町巡回コミュニティバス含む）

一般のタクシー

移送サービス

施設の車

自家用車（家族など他の人が運転）

自家用車（自分で運転）

自転車

オートバイ

車いす（電動車いすを含む）

徒歩

その他

不明・無回答

Ｎ=（625）



③ 外出しない理由、または外出するときに困ること 

問20 外出しない理由、または外出するときに困ることは何ですか。 

                          （あてはまるものすべて） 

 

● 外出しない理由、外出するときに困ることは、『何らかの困りごとがある』は

50.6％であり、「身体が疲れる」（20.0％）、「歩行が困難」（18.1％）が約２割で高

く、次いで「家族や他人に面倒をかける」が12.0％となっています。また、「特に

ない」は17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.0 

10.3 

6.6 

5.9 

4.0 

12.0 

6.2 

18.1 

5.5 

6.6 

7.9 

8.6 

5.7 

2.3 

17.0 

32.4 

0% 20% 40%

身体が疲れる

身体の調子が悪い

外出しようという意欲がわかない

人の目が気になる

介助者がいない

家族や他人に面倒をかける

障害が重い

歩行が困難

目や耳の衰えにより危険を感じる

電車やバスが利用できない

道路・階段・トイレなどの環境が悪い

人との会話が困難

経費がかかる

その他

特にない

不明・無回答

Ｎ=（731）



 地域活動や文化・スポーツ活動について                    

① １年間に行った趣味や学習、スポーツなどの活動 

問21 この１年間に、あなたが行った趣味や学習、スポーツなどの活動は何ですか。 

                          （あてはまるものすべて） 

 

● 趣味や学習、スポーツなどの活動については、「日帰り旅行」が27.9％で最も高

く、次いで「泊まりがけの旅行」（21.2％）、「趣味の活動」（15.7％）、「コンサート

や映画、スポーツなどの鑑賞・見物」（14.8％）、「自治会・子ども会・老人クラブ

などの地域活動」（14.2％）などとなっています。また、「特にない」は28.3％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.8 

12.3 

4.4 

15.7 

5.6 

14.2 

10.5 

7.8 

2.2 

0.7 

27.9 

21.2 

3.4 

28.3 

16.6 

0% 20% 40%

コンサートや映画、スポーツなどの鑑賞・見物

スポーツやレジャーなどの活動

知識や技術を身につける学習活動

趣味の活動

ボランティアなどの社会活動

自治会・子ども会・老人クラブなどの地域活動

障害者団体などの活動

町・社会福祉協議会・企業などが主催する …

職場のサークル活動

児童館の活動

日帰り旅行

泊まりがけの旅行

その他

特にない

不明・無回答

Ｎ=（731）



② 障害のある人が文化・スポーツ活動をするため必要な支援 

問22 障害のある人が文化・スポーツ活動をするために、どのようなことを支援し

てほしいと思いますか。（３つまで） 

 

● 文化・スポーツ活動をするために支援してほしいことは、「特にない」が28.2％

で最も高く、次いで、「障害者に配慮した施設・設備の充実」が24.8％「外出のた

めの移動手段や介助の確保」（20.7％）、「活動にかかる費用の援助」（14.1％）、「活

動のための情報や相談の充実」（14.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.9 

13.5 

14.1 

7.7 

24.8 

20.7 

14.1 

0.7 

28.2 

22.3 

0% 20% 40%

障害者の自主的なグループづくり・リーダー

育成などの支援

障害者のためのスポーツ大会・

レクリエーション行事などの充実

活動のための情報や相談の充実

講師や指導員の派遣

障害者に配慮した施設・設備の充実

外出のための移動手段や介助の確保

活動にかかる費用の援助

その他

特にない

不明・無回答

Ｎ=（731）



 災害のことについて                             

① 災害時における避難について 

問23 あなたは、１人で避難所に避難できますか。（ひとつだけ） 

 

● 災害時における避難については、「避難所の場所を知っており、１人で避難でき

る」が 38.6％で最も高く、次いで「避難できない」が（32.1％）、「避難所は知ってい

るが、１人では避難できない」（15.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②災害に対する備えについて 

問24 災害が起こった時に備え、準備しているものはありますか。 

（あてはまるものすべて） 

 

● 災害に対する備えについては、「特になにもしていない」が 49.8％で最も高く、

次いで「水や食料」（24.1％）、「衣類やタオルなどの生活用品」（15.9％）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.6 15.7 32.1 3.3 10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

避難所の場所を知っており、１人で避難できる

避難所は知っているが、１人では避難できない

避難できない

その他

不明・無回答

24.1 

15.9 

14.8 

7.1 

0.5 

2.6 

7.8 

2.5 

49.8 

12.0 

0% 20% 40% 60%

水や食料

衣類やタオルなどの生活用品

薬や紙おむつなどの医療用品

杖や車いすなどの福祉用具

ヘルプカード・防災手帳

近隣の人等に手助けを頼んでいる

避難場所と避難の手段や

手順を確認している

その他

特に何もしていない

不明・無回答

全体（Ｎ=731）



③災害時における、希望する支援について 

問25 災害時の支援体制については、どのようなものを希望しますか。 

（あてはまるものすべて） 

 

● 災害時における希望する支援は、「避難所への誘導」が 36.4％で最も高く、次い

で「障がい者に配慮した避難所運営」（35.0％）、「障がい者に配慮した備蓄品の確保」

（32.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.4 

32.3 

35.0 

32.8 

30.9 

18.3 

2.6 

20.0 

0% 20% 40%

避難所への誘導

災害発生の連絡

障がい者に配慮した避難所運営

障がい者に配慮した備蓄品の確保

災害時の安否確認

避難所のバリアフリー化

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=731）



 情報・相談・連絡について                          

① 福祉サービスの情報源 

問26 あなたやご家族の方は、福祉サービスに関して必要な情報をどこで（どこか

ら）得ていますか。（あてはまるものすべて） 

 

● 福祉サービスに関する情報源は、「役場の窓口」が32.0％で最も高く、次いで「広

報いけだ」（27.2％）、「病院などの医療機関」（20.4％）が２割台で続いています。

また、「情報を得ていない」は11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.0 

20.4 

14.9 

4.4 

3.8 

4.7 

10.0 

15.2 

27.2 

12.2 

7.8 

7.5 

2.1 

11.5 

13.4 

0% 20% 40%

役場の窓口

病院などの医療機関

福祉施設

学校・幼稚園・保育所

相談支援事業所

民生・児童委員

障害者の団体・親の会

テレビや新聞

広報いけだ

友人・知人

インターネット（パソコン、携帯電話など）

社会福祉協議会

その他

情報を得ていない

不明・無回答

全体（Ｎ=731）



② 知りたいこと 

問27 あなたが知りたいと思っていることは何に関することですか。 

                          （あてはまるものすべて） 

 

● 知りたいことは、「障害年金や手当」（21.3％）と「相談できる場」（20.7％）が

高くなっています。また、「特にない」は26.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.7 

21.3 

3.1 

9.7 

12.0 

10.0 

5.7 

1.8 

6.2 

7.9 

4.1 

3.1 

7.7 

5.6 

1.1 

26.0 

19.0 

0% 20% 40%

相談できる場

障害年金や手当

教育・保育

就職・就業

在宅福祉サービス

福祉施設（ホームヘルプ、ショートステイなど）

福祉機器

手話通訳

住居や居住環境の改善

医療やリハビリテーション

スポーツ・文化活動

障害者団体などの各種団体

防災体制

預貯金・財産の管理など

その他

特にない

不明・無回答

全体（Ｎ=731）



③ 相談相手 

問28 あなたは心配事について、誰に相談していますか。（あてはまるものすべて） 

 

● 相談相手は、「家族・親戚」（72.8％）が圧倒的に高くなっています。これに次い

で「友人・知人」（17.2％）、「センターなどの職員」（12.7％）、「福祉施設の職員」

（9.2％）が続いています。また、「誰にも相談しない」は0.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.8 

17.2 

2.9 

0.4 

2.2 

2.7 

2.2 

5.7 

1.5 

9.2 

12.7 

3.7 

2.5 

2.1 

7.8 

0.1 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80%

家族・親戚

友人・知人

家族会や障害者団体の人

ボランティア

身体障害者相談員・知的障害者相談員

民生・児童委員

相談支援事業所

役場の職員

児童相談所・保健所・障害者福祉

福祉施設の職員

センターなどの職員

病院などの医療機関の職員

保育所・幼稚園・学校の先生

社会福祉協議会の職員

その他

誰にも相談しない

不明・無回答

全体（Ｎ=731）



④ 緊急時の連絡手段 

問29 緊急時の連絡には、どの機器を使用しますか。（その場に他の人がいない場合） 

                                （１つだけ） 

 

● 緊急時の連絡方法は、「携帯電話」が49.2％で最も高く、次いで「固定電話」が

20.5％となっています。また、「いずれも使用できない」は14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

49.2 20.5 1.9 0.4 1.6 14.4 11.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

携帯電話 固定電話

緊急通報システム ファクシミリ（ＦＡＸ）

その他 いずれも使用できない

不明・無回答



成年後見制度について                            

① 「成年後見制度」の認知度について 

問30 認知症、知的障害、精神障害などにより、判断能力が十分でない人の権利を

守る「成年後見制度」を知っていますか。（１つだけ） 

 

● 「成年後見制度」の認知度については、「制度の内容は知らないし、制度も利用

していない」が 41.9％で最も高くなっています。次いで、「どのような制度かは知

っているが、制度は利用していない」が 32.8％と３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「成年後見制度」の利用希望について 

問31 あなたが認知症、精神障害などにより、判断能力が十分でなくなってきた場

合に、「成年後見制度」を利用したいと思いますか。（１つだけ） 

 

● 「成年後見制度」の利用希望については、「わからない」が 54.9％で最も高くな

っています。次いで、「成年後見制度を利用したい、または、すでに利用している」

が 16.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.4 

32.8 41.9 23.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

成年後見制度をすでに利用している

どのような制度かは知っているが、制度は利用していない

制度の内容は知らないし、制度も利用していない

不明・無回答

16.8 9.4 54.9 18.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

成年後見制度を利用したい、または、すでに利用している

利用したくない

わからない

不明・無回答



 障害福祉の向上について                           

① 障害があることで偏見や差別を感じること 

問32 あなたは、地域で生活をしていて、障害があることで、偏見や差別を感じる

ことがありますか。（１つだけ） 

 

● 障害があることで、偏見や差別を感じることについては、「感じない」が 39.5％

で最も高くなっていますが、「常に感じる」と「時々感じる」をあわせた『感じる』

は、31.2％と３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

②  池田町の住みやすさ 

問33 あなたは、池田町が障害者にとって住みやすいまちだと思いますか。 

（１つだけ） 

 

● 池田町の住みやすさは、「どちらかといえば暮らしやすい」が 35.8％で最も高く、

「とても暮らしやすい」とあわせた『暮らしやすい』は 47.2％を占めています。一

方、『暮らしにくい』（「どちらかといえば暮らしにくい」と「暮らしにくい」の計）

は 13.0％となっています。また、「わからない」は 30.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

8.1 23.1 39.5 17.4 11.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

常に感じる 時々感じる 感じない わからない 不明・無回答

11.4 35.8 7.9 5.1 30.2 9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=731）

とても暮らしやすい

どちらかといえば暮らしやすい

どちらかといえば暮らしにくい

暮らしにくい

わからない

不明・無回答



③ 充実してほしい障害福祉施策 

問34 あなたが現在、充実してほしい障害福祉施策は何ですか。（３つまで） 

 

● 充実してほしい障害福祉施策は、「サービス利用の手続きの簡素化」（20.8％）、「制

度やサービスなどに関する情報提供の充実」（20.7％）、「保健・医療・福祉のサー

ビスの充実」（20.7％）が２割台で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.6 

20.8 

20.7 

6.0 

1.2 

20.7 

10.4 

6.0 

2.2 

6.7 

7.1 

4.9 

10.7 

18.5 

7.7 

1.2 

17.0 

15.3 

0% 10% 20% 30%

相談業務・窓口の充実

サービス利用の手続きの簡素化

制度やサービスなどに関する情報提供の充実

参加しやすいスポーツ・文化活動の充実

ボランティア活動の推進

保健・医療・福祉のサービスの充実

入所施設の整備

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの

通所施設の整備

個性を生かした保育・教育内容の充実

職業訓練の充実や働く場所の確保

利用しやすい道路や建物などの整備

障害者向け住宅の確保や居住環境の整備

災害時の連絡や避難などの支援を行う

体制の整備

手当などの経済的援助の充実

障害者に対する理解を深めるための

啓発や交流

その他

特にない

不明・無回答

全体（Ｎ=731）


